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	「中間連結財務諸表等の作成基準」の一部改正
	目　的
	1. 　本会計基準は、企業会計審議会が1998年（平成10年）3月13日に公表した「中間連結財務諸表等の作成基準」（以下「中間作成基準」という。）及び「中間連結財務諸表等の作成基準注解」（以下「中間作成基準注解」という。また、以下、中間作成基準と中間作成基準注解を合わせて「中間作成基準等」という。）のうち、会計処理及び開示に関する事項を改正することを目的とする。

	会計基準
	中間連結財務諸表等の作成基準
	中間連結財務諸表作成基準
	一般原則
	2. 　中間作成基準の「中間連結財務諸表作成基準　第一　一般原則　一」の定めを次のとおり改正する。

	作成基準
	3. 　中間作成基準の「中間連結財務諸表作成基準　第二　作成基準　一」の定めを次のとおり改正する。
	4. 　中間作成基準の「中間連結財務諸表作成基準　第二　作成基準　二」の定めを次のとおり改正する。

	注記事項
	5. 　中間作成基準の「中間連結財務諸表作成基準　第四　注記事項　4　その他の注記事項」(7)の定めを次のとおり追加する。


	中間財務諸表作成基準
	一般原則
	6. 　中間作成基準の「中間財務諸表作成基準　第一　一般原則　一」の定めを次のとおり改正する。

	作成基準
	7. 　中間作成基準の「中間財務諸表作成基準　第二　作成基準　一」の定めを次のとおり改正する。
	8. 　中間作成基準の「中間財務諸表作成基準　第二　作成基準　二」の定めを次のとおり改正する。
	9. 　中間作成基準の「中間財務諸表作成基準　第二　作成基準　三」の定めを次のとおり追加する。

	注記事項
	10. 　中間作成基準の「中間財務諸表作成基準　第四　注記事項」(10)の定めを次のとおり追加する。



	中間連結財務諸表等の作成基準注解
	中間連結財務諸表作成基準注解
	11. 　中間作成基準注解の中間連結財務諸表作成基準注解（注3）の定めを次のとおり追加する。

	中間財務諸表作成基準注解
	12. 　中間作成基準注解の中間財務諸表作成基準注解（注2）ハの定めを次のとおり改正する。
	13. 　中間作成基準注解の中間財務諸表作成基準注解（注2）ニの定めを次のとおり追加する。
	14. 　中間作成基準注解の中間財務諸表作成基準注解（注3）の定めを次のとおり追加する。
	15. 　中間作成基準注解の中間財務諸表作成基準注解（注4）の定めを次のとおり追加する。


	適用時期
	16. 　本会計基準の適用時期は、企業会計基準第37号「期中財務諸表に関する会計基準」（以下「期中会計基準」という。）と同様とする。

	議　決
	17. 　本会計基準は、第559回企業会計基準委員会に出席した委員13名全員の賛成により承認された。なお、出席した委員は、以下のとおりである。


	結論の背景
	経　緯
	BC1. 　2023年11月に「金融商品取引法等の一部を改正する法律」（令和5年法律第79号）（以下「金融商品取引法等の一部改正法」という。）が成立し、金融商品取引法（昭和23年法律第25号）が改正されたことにより、従前の四半期連結財務諸表及び四半期個別財務諸表（以下合わせて「四半期財務諸表」という。）が第一種中間連結財務諸表及び第一種中間財務諸表（以下合わせて「第一種中間財務諸表等」という。）、従前の中間連結財務諸表及び中間財務諸表が第二種中間連結財務諸表及び第二種中間財務諸表として規定されたた...
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